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構想 ・教説の 展開 ・物語をめ ぐっ て

岡　田　行　弘

1 ． は じめ に

　紀元 前後 か ら出現 しは じめ た新た な経典群 には共通 点 が存在 して い る ．例 えば
，

藤 田 宏 達 〔1970， 474頁 以 下 〕 は ， 浄土 経 典 の 極 楽 の 光 景 に 類 似 す る 描 写 が
，

『八 千頌般若』 にお け る ガ ン ダ
ー

ヴ ァ テ ィ
ー

の 都 の 光景や 『法華経』 に お い て 授

記 され た諸声聞の 仏 国土 の 情景な ど と極め て 類 似 して い る こ とを明 らか に し， ま

た Andrew 　Rawlinson 〔1977， 7〕 は大乗経典 に お け る章題 や テ
ー マ の 類似 性 を指

摘 して い る． 本 論文 は
， 初期大乗経典 を代表す る 「小品般若」（r道行般 若経』 と

『八 千 頌般 若』 を扱 う） と 『法華経』 の 中 に ，
こ れ まで 指摘 され て い ない 共通性 が

ある こ とに 着 目 し ， そ の 構想 と構成要素を比較 し ， 平行 的な記述 や類似 の 経文 を

具体 的 に 確 認 す る 試み で ある． 以 下 で は ， 『法華経』の 視点 か ら 『八 千頌 般若 』

を読 む とい う方法 で 考察を進 め ， それ まで の 仏教 を経典 とい う形式 に 収 め る とい

う方法で 新た な仏教を創造 ・確立 し よ うとした 「新 た な経典」 に 共通す る精神的

な基 盤iを 明か に した い ．

2 ， 経典の 構想 とその 背景

　『八 千頌般 若』 は仏 の
一

切 智を般若波羅蜜 と して 新 た に 提 示 し
， 般若波 羅蜜 に

よ っ て 従来 の 仏説 を再解釈 して 包 括す る と と もに ， そ れ を仏 を生 み 出す根源 で あ

る とす る ． 『法華 経』 は 「すべ て の ひ とは成仏する 」 とい う言 葉 を与 える 久遠仏

を創出する． 『法華経』は 『法華経』 自身の 受持を 強調する が ， そ れ は 「法 華経』

が 「現 在 す る 釈迦 仏 」 を 出 現 させ る か らで あ る． 『八 千頌 般 若』 の 「プ ラ ジ ュ

ニ ャ
ーパ ー

ラ ミ タ ー」 は ， 『法華経』 に おけ る 「サ ッ ダル マ プ ン ダ リー カ とい う

法門」 と並行 関係 に あ る ． 前者の 「プ ラ ジ ュ ニ ャ
ーパ ー ラ ミ ター 」の 受持等 を勧

め る趣 旨の 経文 は
， それ を 「サ ッ ダ ル マ プ ン ダ リ

ー カ とい う法 門」に変換す れ ば ，

後者の 経文 と して 通用 す る ． 両者 は
，

そ れ まで の 個別的 なテ
ー マ が 扱われ て い る
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綱要書 的 なス ー トラで は な く， それ らを包含 ・統一
した広が りを もつ 経典 と して

構想されてお り， その こ とは経典 が 自ら明言する． 「八 千頌般若』で は ， 冒頭近 く，

般若波羅蜜に おい て 菩薩大士の 学習 と努力の 対象 で ある ブ ッ ダの すべ て の 特性 が詳 し く

教 え られ て い る． （梶 山 〔1974〕，
12 頁 ；辛嶋本 ，

6 頁）

大乗 とは量 られ な い もの （aprameyata ）の 異名で あ り，無数の 衆生 を入 れる 余地がある ．

（梶山 〔1974〕， 36頁 ；辛嶋本，26 頁）

と説 く． 『法華経』は第 2章 「巧 み な方便」にお い て ， 自身を 「ヴ ァ イ プル ヤ ス ー

トラ （拡大された経典）」と規 定 し （岡田 〔2006〕， 3頁以 ド）， 第 20章 「如来の 神通力」

（如 来神力品第二 ＋ 一）で は
， 仏が 次の よ うに要言する，

　 私は， ブ ッ ダ の すべ て の 教 え
，

ブ ッ ダ の すべ て の 威神力 ，
ブ ッ ダの すべ て の 秘要 ， ブ ッ

　 ダの す べ て の 深 遠 な境 地 を要約 して 説 い た． （KN 本， 391頁）

こ こ で は 「ブ ッ ダの すべ て 」 とい う表現 を通 して ， 仏教 の 教義だ けで は な く， 当

時の 仏教世界 にお けるあ らゆ る活動 ・実践が 意 図され て い る ．

　両者 はそれ まで の 教 義の 集積 ・更新 に とどま らす ， 仏の こ とばが 書か れ た経巻

と して
， 仏塔の 供養崇拝 に代 わ る機能を持ち ，

一
般民衆の 期待す る現世利益や死

後 の 安穏等 ， 仏教 に 求め られ る さ まざまな要求 に も対 応 す る独 自の 経 文 を集積す

る． 下田正 弘 の 表現 を借 りれば ， 「初期 大乗経典 は外界 を遮 断 し経典の 内部 を聖

域化 しつ づ ける」 （下 田 〔2013〕，
63 頁）の で ある． 両 経典の 構想 の 背景 を まず見

て お こ う． 「般若経』 に 関 して は， 法滅 （正法滅尽 ） とい う思 想 が ，経典 の 成立 と

不可分 に結び つ い て い る． こ の テ
ー

マ を詳細 に解明 した 渡辺章悟 は
，

　正 法が滅 せ ん とす る 時代 に は，般若波羅蜜が ブ ッ ダの か わ りに な りうる （渡 辺 〔2011〕，
　 89頁）

と要約 ・結論 して い る ． 『法華経』にお い て は ， 第 10章 「法師」以 降は 「仏滅後」

とい う時代意識が 表面 に現 れ て くる ． す なわ ち釈迦仏が 不在 とな っ た 時代に お い

て
， 「あ なた は仏 に な ります 」 とい う授 記 を衆生 に与 え る仏 を創 出 （開顕 ）す る

よ うに各品が 配列 されて い る （岡田 〔2013〕，287 頁以下 ）． 単純に 言えば
， 「法滅 」

と 「仏 滅」とい う認識 の 相違 が両 経典の 差異 と な っ て い る ， 『法華経』は 『般若経』

の 法滅 と授記 の 形 式 を継承 しつ つ
， 新 た な展 開を 目指 して い る ，

3 ． 授記 と二 段階の 付嘱

　授記 とは ブ ッ ダが面前 の 弟子 ・修行者 に対 して ，成 仏の 保 証 を与 える こ とで あ

る ． 渡辺 章悟 は初期 大乗経典 の 成立 にお い て ， 「法滅」 と 「授記」の 思想 は ， 最
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も有効な 手立 て とな っ て い る こ とを指摘 した うえで （渡辺 〔2013〕，
114頁），

重要 な の は 正 法の 解釈 ，
つ ま り 「釈尊」 か ら伝 え られ た 法 （小 乗仏 教） を，「新 し く解

釈 された正 法 （大乗仏教 ）」 と読 み替 え， そ の 伝達 を授記 とい う形 態で 説 くこ とで あ る，

（同上 ， 115頁 ）

と述 べ て い る． 菩薩 た ち は
， 般若波羅蜜 を源 とす る 過 去 の 善根 に よ っ て 現在 「般

若経」 を聴 くこ とが で きた， とい うこ とに よ っ て ， 授記が 与 え られ る． 『法華経』

は ，

一
切衆生 の 成 仏 を説 く経典 で あ る が ， 「あ な た は仏 に な ります」 とい う授 記

は ， 現前す る仏 か ら発せ られ る こ と に よ っ て 真実 と な る ． 第 2 章 「方便 」か ら第

9章 まで は ， 弟子 た ち に釈 迦仏 が 直接 ， 成仏 の 記 を与え る とい う構成 とな っ て い

る ． しか し， こ の 仏は ， 仏滅後の 聴衆に 対 して 授記 を与 える こ とは で きな い ． そ

こ で 第 10 章 「法 師」 の 冒頭 で
， 『法華経』の

一 偈で も聞 い て 随喜 す る人 に対 して

授 記が与 え られ る． こ の 段階で 経典 が， 仏 の 役割 を代行する こ とが示 され る． こ

れ 以 降 ， 第 15章 「如来の 寿命の 量 」（如来寿量 品第＋六 ） に 至 る諸品 に よ っ て 「現

在す る釈迦 仏」 （久遠仏）が 確立 さ れ る． 仏 滅後の 授記 は ， 「法華経』 （； 現在す る

仏 を創 出す る） の 受持 に よ っ て 実現す る の で ある ．

　 以 上 の よ うな 「授記」の あ りか たか ら， 「八 千頌般若』 と 『法華経』で は ，
二

種の 付嘱が 説か れ る こ とに な る． 両 者 は
， まずそ れ ぞ れ の 経典 の 核 心 を付嘱 し

，

そ の 後 ， 経典 の 全体を付嘱 ・委嘱す る とい う構 成 にお い て 共通性 が見 られ る ．

　 『八 千頌般若』で は ， 第
一

の 付嘱は 第 28章 「散華如来」 で 行 われ る． 「般 若波

羅蜜 を追 求 し
，

そ こ に 安住 す る」 と 誓 う比 丘 た ちに対 して
， 世尊 は

， 散 華如 来 に

な る で あ ろ う， と授記す る． こ の 経 文か ら も， 「般若経 に もとつ い て 生 きる菩薩

を峻 別化 す る 」 （渡辺 〔2011〕， 99頁） こ とが 確認 で きる． 続い て ア ー ナ ン ダ に対

して ， 委細 を尽 く して 般 若波羅 蜜 を付 嘱 す る． 般 若波羅蜜 は ， 「諸仏 の さ と りの

源」， 「菩 薩i大士 の 生 み の 母」， 「教 法 の 蔵 」 な ど と要 言 され る．続 く常啼菩 薩の 物

語 の 諸章の 後 ， 終章 （第 32章）で ア ー ナ ン ダ に対 して形式 的 に付 嘱が なされ る．

　『法華経』 で は
， 第 11章 「仏 塔の 示 現」 俔 宝塔 品 第＋

一
）で 釈 迦仏 が

， 自 らの

入滅 を予告 し
，

そ の 場 の 菩薩 た ち （迹化 の 菩薩）に 『法華経』の 流 通 を呼びかけ る．

実際 に こ の 世界 で 『法華経』 の 流通 を最初に委嘱 され る の は ， 第 14章 （従地 涌出

品 第＋五 ）で 登場す る 地 涌 の 菩 薩 た ち で あ る． 彼 らは ， 久 遠の 仏 に よ っ て 教化 さ

れ て い た い わ ば 「法華経』 固有の 菩薩で あ る． 久遠仏 は ， 「如来神力品」お い て ，

彼 らに 『法華経』を付 嘱す る （い わゆ る別付嘱）． 同時 に 『法華経』 が実行 され る場

は
， 仏 の すべ て の 活動 （成道 ， 転法輪 般涅槃）が展 開 され る 道場 と な る こ とが宣
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言 され る． 経典全体の 付嘱 は ， 第 27章 「嘱累」 で ある ．

　両経典 に共通 する の は
， 核心的 な教 え （般若波羅蜜 ない し久遠仏 を創 出す る法 門）

を ， 峻別 され た （≡経典 の 本質を体現 す る）菩 薩 に対 して 流 通の 委嘱 をす る とい う

こ とで あ り， そ の 第 一
の 付 嘱 は ， 結尾 よ り何 章か前で

， 経典 の 全 体 を改め て 確

認 ・要約する こ とと同時に行われ てい る とい う点 で ある ．

4 ． 経巻の 崇拝供養と現世利益

　『八 千頌 般若』 と 『法華経』 は ， 書写 され た 経典 （経巻） を供養す る こ とを奨

励 し， 経典 を実践す る こ とに よ っ て ， 広大 な現 世 利益 が獲 得 され る と い うこ と を

繰 り返 し強調 す る． 『八 千頌 般 若』 で は ， 「般 若波 羅 蜜 が 記 され た 経 巻 に花 ・香

料 ・灯明等 を供 えて 供養 し て 獲得 され る福 徳 は
， 如来の ス トゥ

ーパ に 同様の 供養

を して 得 られ る 福 徳 よ りは る か に 大 きい 」 と説 か れ る ． こ の よ うな経 巻供 養 は

『法華経』の 第 10章 「法師」以 降 ，
ほ ぼ 同一

の 経文 で 登場す る ． 後者 が前者 の 供

養方法を踏襲 して い る とい うこ とは ， すで に指摘 され て い る （平川 〔1989〕，511頁）．

『八 千 頌般 若』 の 構成 を見 る と
， 第 1章 の 段 階 で すで に般若波 羅蜜 とい うあ らた

な概 念 が ， 「無 執着 ， 大乗 ， 不 生」 等 に依拠 しつ つ
， 全 面的 に説示 され て い る．

こ の 核心 的 な教 義一 高 度 の 理 解力 が 求め られ る 一 に 続 い て
， 第 3章以降 で

は ， 般若波羅蜜 へ の 諸天 の 守護 や現世利益 また多 くの 福徳 を もた らす こ とが 説

か れ る． さ らに端 的に般若 波羅蜜 は除 災 に威 力 を発揮 す る 「大明 呪」 （マ ハ ーヴ ィ

ドヤ ー） で あ る と さ れ る ． こ の よ うな般 若波羅 蜜の 多面性 は
， 次 の よ うに 理解す

る の が 適切 で あろ う．

こ の こ と ［仏塔崇拝の 代わ りに経巻信仰を勧め る こ と，護符 と して の 功徳を宣揚する こ

と…
岡田補足 ］ は，

一見 上記 の 無執着 の 実践 と相 矛盾す る よ うに 思 わ れ る が
， 『小品般

若経』 に は，様 々 な仏 教 教 理 の 信奉者や ，仏 教 に 関する 様々 な信仰 を持 つ 者 をすべ て 般

若波羅蜜の 下 に引 き寄せ ようとす る意図が あ る と解釈す る こ とに よ っ て ，それ らの 共存

が 可能 にな っ て くる． （藤丸 ・ 鈴木 〔2007〕， 41 頁）

さ らに
， 第 30 章 「常 啼菩薩 」で は

， 法上 菩薩 の 楼 閣 の 中央 に 「黄金 の 板 に書写

され た般若波羅蜜」が安置 ・供養 され て い る とい う印象的な描 写が ある （Wbgihara

〔1973〕， 955； 辛嶋本 ， 495−96頁 ）． 般 若波 羅蜜 は
， 仏像 と同様 ，

モ ノ と して 崇拝 ・

信仰 の 対 象 とな っ て い る． 『八 千頌 般若』 は
， 単 に 教理 を説 くの で は な く， 出家

者 ・在家者 あ らゆ る レベ ル の 願望 に対応 で きる よ うに構成 され て い る ．

　『法華経』 に お い て は
， 「如来寿量品」で 経典 の 核心的教理 と もい うべ き久遠の
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仏 （現 在す る釈迦仏）が 開顕 され る と
， その 法門を受持す る功徳が直後の 三 つ の 章

品
，

す なわち
， 「如来寿量 品」の 流 通分 で ある第 16章 「功徳の 分 別 （PunyaparyEya）」，

第 17章 「随喜 の 功徳」， 第 18章 「説法 者へ の 称 賛」に お い て 広 範囲 に 説示 され る．

総 じて
， 当時の 仏教世界 におい て 福徳 ・利益 を獲 得す る た め に

一 般 的に実践 され

て い た布施等の 活動 （い わゆ る前五 波 羅 蜜）と比較 して
， 『法華経』の 受持 の ほ うが

，

は る か に多大 な功徳が ある と され る の で あ る ， 第 16章 （「分 別功徳 品 第十 七」）で
，

　 こ の 法 門 を受持 し ， 布施 ， 持 戒 ， 忍 辱 ， 精進 ， 禅定そ して 般若 で 完全に す る善男子 ・善

　女人が ，

一
層多 くの ブ ッ ダの 知 に導 く福徳 を生み 出す こ とは 言 うまで もない ． （ym 本，

　 339頁）

と説 く． すなわ ち 『法華経』 の 受持を般若波羅蜜に よ っ て 完成す る とい う実践 こ

そが
， 最 も絶大 な効 果 を生 む とい う意 味で ある ． 『法華経』の 作 者 は

， 般若波羅

蜜の 意義 を尊重 し
， 評価 して い る こ とが 読み 取 れ る ．

　以上
， 両経 典 と もに ， 功徳 ・ 現世 利益 を説 く章 品は

， 経典 の 核心 的教義が 示 さ

れ た 直後 に 配置 され て い る ．経典 の 構成 上 か ら も， 功徳 を説示す る こ とは 経典の

本質的構成要素 で ある と理解 される ．

5 ． 常啼菩薩と常不軽菩薩

　 『八 千頌 般若』 の 最 後 に 登 場 す る 常 啼 （Sadaprarudita）菩 薩 と 『法 華経』 の 「如

来神 力品」の 直前 に 登場 す る常不 軽 （Sad5paribhtita）菩 薩 は
， その 名称の 近似性 を

は じめ と して
， 共通す る 点 が 顕著で ある ． 『十住毘婆沙論』 「易行 品第 9」の 最後

で 「諸 の 大菩 薩 を憶念すべ し」 と して 143名 の 菩薩名が 列挙 され る が ， 注 目すべ

きは 第 44 ・45 ・46番 目に 「… 常 悲菩 薩 ， 常 不軽 菩 薩 ， 法上 菩薩…」（大正 蔵 26
，

44下 ） とあ る こ とで あ る ． 常悲 菩薩 は常 啼菩薩 と密接 な 関係 にあ る （詳細 は岡田

真美子 〔1995〕， 143頁以 下参照 ）． 著者 （龍樹） は， 常悲 （常啼）， 常不軽 ， 法上 （ダ

ル モ ー ドガ タ）が 同
一

の グ ル ー プ に 属す る と見て い る ．

　常 啼菩 薩iは ， 現在 ， 「恐 ろ しい 響 きの 音声 （BhiSmagaijita−nirgh ・Sasvara，雷 音威 王，

辛嶋本，464頁） とい う如来」の 下 で
， 梵行 を行 っ て い る． 彼は般若波羅蜜 を求め

て
， 空 中 か らの 声 に従 っ て 東 へ 出発 す る が

， 進退 きわ ま っ て 悲嘆に 泣 き くれ る

（プ ラ ル デ ィ タの 由来 ）． 情 けない 名前 に もか か わ らず． 常啼の 求法心 は揺 るが ず ，

都 で 般 若波羅蜜 を説 くダ ル モ ー ドガ タ （法上 菩薩） に 会 い に 行 く． 彼 は 供 養 の た

め に 自分の 血 肉 を売 ろ う と し，
つ い に 法上 菩薩か ら 「不生不 滅」を教 え られ る．

さ らに法上 が 長い 瞑想 に入 っ た の で
， 常啼 は強固な 決意 を も っ て 自分 の 身体 に刃
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物 を刺 し ， 血 を出 して
， 説法の 場 を清 め た ． そ こ で 再 び法上 は般 若波羅蜜を説い

た とい う， 自 らの 身命 を惜 し まず ， 般若波 羅蜜 を求 め続 け る 常 啼 は
， 「般 若経 」

の 理想 の 菩薩像 で あ る ．

　
一 方 ， 『法華経』第 19章 の サ ダ

ー パ リブ ー タ （常不軽菩 薩品第二 ＋）は
， 釈 尊の

過 去世の 菩薩で あ り， そ の 時代 は
， 常 啼菩薩の 物語 とほ ぼ 同名の 「恐 ろ しい 響 き

の 声の 王 （BhiSmagarjitasvararEja，威音王 ） とい う如来」 が 入滅 した後 の 像 法 の 時 で

あ る． そ こ に常不 軽が登 場 して ， 誰か れ とな く， 「あ な た た ち を軽 蔑 しませ ん ．

将来， 仏 に なる か らで す」 と呼び か け る． 高慢 な人 々 は逆 に彼 を常 に軽蔑 して

（パ リブ
ー

タ）
，

迫 害す るが
，

そ れ を意 に介 さず常不軽 は 同 じこ と ば （授記） を繰 り

返 す． 彼 は ， 臨終時 に空 中か らの 声 に よ っ て 『法華経』 を聴 き， さ らに多 くの 人

を さ と りに 導 い た とい う． 彼の 行為 は
，

一
切の 衆生 の 成仏 を説 く釈迦仏 の 過 去 の

事 績 に ふ さ わ しい 行で ある ． また 「常 に 軽蔑 され た」 とい う軟弱 な性格 をイ メ ー

ジ させ る名前 は ， 「小 品般 若」 の 常 啼に 通底 す る．

　経典の 構成上 か ら も， 両者の 配 置は共通 して い る． 『八 千頌般若』で は ， 第 28

章で 授記 と付嘱 が 完結 した後
，

常啼菩薩の 物語が 始 まる， こ の こ とか ら
， 「『八 千

頌』 はい っ た ん こ こ で 完結 し ， そ れ 以 後の 数章 は の ち に な っ て 追 加 され …」 とい

う見方 もあ る （梶 山 〔2012〕，68 頁）． しか し ， 『道行般 若経』 にすで に常啼菩薩の

物語が 含 まれ て お り，
こ れ を含 まな い 「小 品系般若」 が流 通 して い た事実 は確認

され て い な い 以 上
，

こ の 物語 は 「小 品系般若」 の 不 可 欠な要素 で あ る とみ るべ き

で あろ う （辛嶋 〔2014〕，463頁以 下）． こ の よ うな求法 の 物語 を含 ませ る こ とに よ っ

て ， 「あ らゆ る レベ ル の 仏教 的実践 とそ の 功徳 の 集積」 で あ る総合 経典 と して の

要件が 充足 され る の で ある．

　 『法華経』の 場合 は
， 「小 品般若」の 常啼菩薩に触発 され た と思 わ れ る サ ダーパ

リブ ー タ の 物語 を ， 地涌 の 菩薩 に経典 を付嘱す る 「如 来神力 品」 の 前 に 配 置 して

い る の で
， 彼 は 『法華 経』 を代表す る 固有 の 菩薩 とい う地 位 を与 え られ て い る．

常 啼菩薩の 物語の 中で 説か れ て い る 「血 肉を布施する」とい う強烈な菩薩行は 『法

華経』 で は第 22章 「薬王 の 過去 との 結 びつ き」 （「薬王 菩薩本事品第二 十三 」）の 薬

王菩薩 と して 具体化 さ れ て い る． 迹 門 の 菩薩 を代表す る薬 王 は過 去世 に お い て ，

一
切 衆生 喜見菩薩 で あ っ た時 ， 自分 の 身体に 火 をつ けて

， 如来 と 「法華経』 を供

養 し
， 如来の 滅後 も自分の 腕 を焼 い て

， 遺骨 を供養 した ． 常啼の 血 施 と薬王 の 焼

身供 養 に つ い て は
， 杉 本卓州 の 言 葉 を借 りる な らば ， 「血 の 匂い が 漂 い ， 非常 な

悲壮 性 を 帯 び た ジ ャ
ー タ カ 誕 生 の 背景に は ，

… … 中央 ア ジ ア 出身の 遊 牧民 ク
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シ ャ
ー ナ族の 支配 と無縁 で は なか ろ う」 とい う よ うな事情が 想 定 され る （杉 本

〔1993〕，206頁）．

　要 言 す れ ば ， 『八 千 頌 般 若 』 に お い て 般 若波 羅 蜜 の 探 求 とい う経典 の 核 心 を象

徴する常啼菩薩の エ ピソ
ー ドは

， 『法 華経』 の 菩 薩行 の 究極 を示 す常不 軽菩薩 に

継承 され
，

激 しい 布施行の 側面 は
， 薬王 菩薩 の 過去物語 に 投影 さ れ て い る．

6 ． 補足 として

（1）第二 の 最 高の 転 法輪 とい う経文

　 『八 千 頌般 若』 で は ， 第 9 章 「讃嘆 」 に お い て ， 神 々 が 「2 度 目に 法輪 が 転 じ

られ た」 とい う （梶 山 〔1974〕， 248頁）． 『法華経』 で は 第 3 章 「譬喩」で シ ャ
ー

リ

プ トラ が授記 され た時 に 同趣 旨の 記述が ある が
， 仏伝 を継承 した その 経 文は

，
よ

り詳細 に な っ て い る ．

（2）経典の 反対者へ の 批判

　『八 千 頌般若』 で は
， 第 7 章地 獄 に お い て

， 説法 の 場 か ら立 ち去 る 菩薩 た ちの

存在 に言及 し， さ ら に 般若波羅蜜 を誹 謗す る者 は ， 大地獄 に 生 まれ る と厳 し く非

難 して い る． 『法華経』 で は ， 「方便品」で まず五 千人が 退席 し，経典 の 誹謗者に

対 す る激 しい 攻撃 が ， 第 3 章 「譬 喩」の 偈 文 （113−137偈） に 見 られ る． こ の よ う

な敵対 者 へ の 非 難 が， 経典 の 比 較 的早 い 章 品で 登 場 して い る こ と は注 目に 値 す

る ，経典作者 は 「般若波羅蜜」や 『法 華経』 を 「信仰 の 対象」 で あ る と 自認 して

い る の で ， 経典 へ の 批 判 は， 仏 教 全体を誹 謗す る もの で あ る と受 け止 め る． 排他

的 な経文 は ， 総 合性 と表裏
一

体の 関係 な の で あ る．

（3）菩薩の 行動方法の 説示

　 『法華経』 第 13章 「安楽な 行」 で は ， 教 団 の 内外 で 『法華経』 を説 く菩薩 の た

め に行 動指針が しめ され るが ，宥和 的 ・抑制的 な態 度が 主流 で あ る． こ れ ら と極

め て 近 い 経 文 は
， 『八 千頌般若』の 第 17章 「不 退転 の ［菩薩の ］種類 ・しる し ・

特相」 に 見 出す こ とが で きる ．

7． まとめ

　 『八 千頌般若』 と 『法華経』 は多 くの 要 素 を共 有す る． 「小 品般若」 は 般 若波羅

蜜 を核心 と して ，
一

切智 の 獲得 か ら現 世利 益 に至 るあ らゆ る レベ ル の 仏教 を包摂

す る 経文 を展 開 して い る ， 『法華経』の 編纂者 は 「小 品般 若」の 構想や内容 を熟

知 して お り， その 構成 や 物語 を参照 しつ つ
， 他方世界の 諸仏 を説 く諸経典 の 諸説
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を も包含 し ， 釈迦仏 を正統 とす る 「衆生成仏 の
一

切 の 教 えを総合す る経典 」 と し

て 『法華経』 を完成 した． 両 経典 に は ， 伝統 を再構築 して 新 た な仏説 を創 造す る

とい う明確 な意 思 が 認 め られ ，
こ こ に両 経典 の 精神 的な 「共通性」が あ る ．
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